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0 大村 昭 ，香月樺太郎 ( 立命館大テクノロジー。 マネジメント 研 ) 

。 序 

本 発表は、 経済産業 委託の平成正 7 ～ 
携 製造中核人材育成事業であ る「試作 
の精密金属加工技術の 高度化と企業達 

人材育成」事業 ' において。 教育機関と産業界とが 産 
学連携。 協同して行いつつあ るプロバラム 開発に関す 

京都地域では。 機械金属精密加工労 
金属中小企業青年連絡会 ( 以下。 綴音 連と !,@ う ) と京 
都試作工房 ( 京都試作ネッ い ( 以デ 。 試作ネット とぃ 

騨が、 「試作」を専門とする 製品の開 
に展開している。 その活動コンセプ 

トであ る「試そ 乍 」とほ。 「コンセプトあ るいは概略の 仕 
様 は あ るが、 まだ実現されていないものを 実体化する 
こと」であ る " ものづくりや 研究開発の分野において、 
アイデア段階から 事業化に至る 過程で。 「ニーズを形に 

する作業」の 全般を対象としており、 あ らゆる分野。 領 
域の設計。 製造からエンジニアリンダ ( 部品 加 T か 

発 。 装置製造 ) まで、 幅広いソリューショ 

ンの提案を意味している。 
古 くから「伝統と 革新 の 合 」を持ち味とする 京都 
地域には、 ュ 一一 術 をもった試作関連中， @ 。 

優れた大企業及び 大学。 
企業。 機関の集積の 中で " 機 

員 企業 は 。 研削。 切削等の機 

械加 T 。 製缶 " 板金、 鋳造、 メッキ、 電機、 ト一 タル 。 

エンジニアリンバ 等の幅広い基盤技術を 有し。 個々の 
企業の技術力と 企業間 携を活かして、 こ 
申で先進的な 企業活動を行っている。 

的は 、 京都地域の金属加 T 中小企業を対 

業 発展のための 精密金属加工技術の 高度 
を担える人材を 育成するため 

ム を開発するものであ る。 

芋 旗本事業の推進体制を 示す。 

  >.--.@                 @ 

，管理法人 : 日本総合研究所、 再委託 先 : 教育機関 / 立命館 
大学。 産業界 ノ 京都機械金属中小企業青年連絡会 ( 以下、 機 
青蓮という ) 及び京都試作工房 ( 京都試作ネッ い ( 以下。 試 
作ネットという ) 会員企業 

  



3) 試作品製造を 効率的に進めるため。 企業の技術。 
握し 。 協同作業を的確。 

ネートする人材の 育成プロバラム 

不発表では。 開発 申の プロバラムの 内 " 「 京 

術マ ㌃リックス」を 中心に、 構築 狙い、 構成と利用 
法 。 データベースの 内容。 今後の 開法について 詳述 

する。 

奉事業が育成を 目指す試作産業の 発展を担って Ll く 
中核人材 像は、 次の通りであ る " 

解決力を有し ( 図面を作成し、 イメ 
ゴ にできる能力、 新旧技術、 他企業 
L 、 高度な技術。 スキルを持ち。 創造 
や高精度の製品を 迅速に製造 ( 製造 

を 組織 ) できる人材 

2) 技術。 スキルとともに、 経営全般 や マーケティン 
ダ 。 人材育成にも 優れた知見と 感性を有する 人材 

解し、 企業間連携に 
一 ディネートできる 

  
に熱意を持ち。 コ一ヂ 

ィ ネートカを有する 人材 2 

) の人材が育成できれば、 近隣地域、 或 い 
ほ他地域の試作産業に 対しても波及効果を 持っと考え 
られる。 

開発する人材育成プロバラムを 次に纏める。 

1) 更なる事業展開に 必要なマネジメントレベル。 技 
術レベルの向上を 図るため、 経営人材。 管理人材。 
開発。 設計。 生産。 営業。 マーケティンバ 等の専門 

人材の育成プロバラム 

①大学教員による 講義のプロバラム 

。 高度な試作品製造に 必要な生産技術能力を 高め 

D 、 CA 糞による高度設計 " 加 T 技 
術の習得プロバラム 
  技術開発戦略。 生産管理、 市場創生マネジメント、 

ファイナンス 戦略等の高度マネジメントカの 習 

得プロバラム 
②企業間インターンシップによる 先導的経営者。 参 
加企業の高度技術。 スキル保有技術者による 講義 

の プロバラム及び 企業間交流による 技術の受け入 
れ研修プロバラム 

2) 各社の保有技術。 知識。 スキルをデータベース 化 
し、 高精度。 高品質な試作品を 迅速に製造するため 

の基盤となる「 " 都 試作技術マトリックス」を 利用 
する試作品製造の 効率化。 協同化プロバラム 

  コ @ ディネ 一 トカ とは、 i 顧客、 経営者、 技術者、 技能者 
客の要求を r かたち コ に導く構想 力 、 田企 

業固有の様々な 技術に対する 理解とそれらを 組合せ。 纏め上 
げていく 力 をいう。 

  

京都試作技術マトリックスの 狙いほ次の通りであ る。 

&) データベースを 元に試作技術 マ トリッタスを 
し 。 試作品製造作業。 工程の協同化。 効率化を図る 
こと 一 試作品製造の 一連の的確。 

ネーション及 び 試作作業の迅速 ィヒ ( 

技術を組合せ。 試作品を迅速に 製造 
味など ) 、 見積り作業の 効率化 ( 類型化。 

、 協業スキームの 構築 

2) グループ企業の 保有技術。 知識。 スキルを ヂ一 タ 
ベース化することにより。 グループ及 び 各社の経営 

力 、 管理力、 製造力。 営業力。 議 するこ 
と 一 % テンシヤル ( 顕在能力。 の 認識 

3) グループ企業の 今後の発展方策の 立案に資するこ 
と 一 グループの立ち 位置、 自社の立ち位置の 認識。 

課題の捻出。 発展計画 ( 経営計画 
力 向上計画。 管理乃向上計画、 人 
の策定と実践 

推 ) 一連の作業により、 マト ジックス ( プラット フ オ 
ーム ) づくりの方法。 ひいては ポ テンシヤルアップ 

のための方策の 吟味と立案能力を 保有すること 一 

経営 申核 人材の育成 

5) 「京都試作技術マトリックス j を「京都モデル」と 
して定着させること 

であ り、 いずれもプロバラムの 重 

技術 マ ㌻リッタス 

京都試作技術マトリックスは、 技術スキルデータベ 
ースとマネジメントスキルデータベースから 構成され、 
顧客からの試作品製造の 引合いから。 受注の決定。 製 

造担当会社の 決定までの業務に 資するものであ る。 

さらに。 グループ内でのデータベースとしての 情報 
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要 であ り、 継続的な情報収集によってバルー 
プ企業各社の 発展の経緯や 方向の検討に 利用できる。 

に 、 京都試作技術マトリックスの 

について纏めた。 
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京都 リック ス のデータベースの 内容 

表 工は技術スキル 分析を行 う 加工技術と質問項目を 、 

は マネジメントスキル 分析及び同時に 情報収集す 
る分析の質問項目を 示す。 

表工 

分 類 

チータべース 牡 加エ 技爾 旋盤加工 

ロエ ( 平面 淫エ 。 内径 抽エ 、 外形屋 エ ) 

板金鉱 エ 

鋳造 

塗装 
トータルエンジニアリンバ 

得意 ( 保有コア ) 技術 

技術国有の俺 問鯛 
。 製缶 睡ヱ クレーン設備、 瀋 

，鍍金屋 エ ・敵陣、 加エ方法、 溶接方法 他 

一
ク
サ
 

分
析
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表 2  マネジメン㌻スキル 分析 

大分類 年分類 質問項目 数 

マネジメントスキル 分 新 経営力 理念。 ビジョン   
計画。 実行   
経営養   
@j@ 百十   

6
7
%
 

人
造
 計
 

裂
か
 

 
 

 
 

造力 製造   
開発   
品質   
納翔   
    

常典力 計画   
見積   
販売   
鞍客   
    

人財力 入射 曹成   
社内魔境       
@ 生ケ 十   

金華の 特 % 分析 金 華の 特接 経営者   
特綴 ， 箪 視点   

之 ㌧ @ 十   

その他分 析 企業、 経営者の年齢   
社員年齢構成   

他社に負けぬ 技衛 ， PR   
技箭鍵範 年数， 細縞技綺 別戸氏   
導入 CAD.CAD/CAM.CAE   
製造義母。 股礒   
測定装置、 投 舖   

獲得すべき 技綺 ・能力 ノ 対応演   
技 綺 ，事業分野の 拡大方針   
諸制度刺網 実輔   
特記事項   
メ生 甘 十   
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の 質問項目は多岐。 詳細になるが、 データベースとし 
ての利用との 兼ね合いから。 最適収集データを 吟味し。 
システムのプロトタイプを 設計した。 

は マネジメン㌃スキル 分析の指標を 纏めて 
いる。 マネジメントスキル 分析の ヂ一 タベース は マネ 
ジメントに係わるスキルを 多面的に捉えるため、 種々 
の 質問を用意し。 分析に当たっては 基本指標及び 予備 
指標から吟味する。 又 、 技術スキル分析 ヂ一タは 定量 

的 データとして 計測しやすく、 マネジメントスキル 分 
析 データは定性的且 つ 主観的データが 大半であ る。 こ 
データを如何にデータベースとして 統合するか 
であ り、 検討を始めている。 

指窩 大分類 質問通日数 
総合舞営力持 祈 革本 指標 軽 富力   

Ⅰ
 
l
l
 

3
@
@
@
 

ワ
 2
l
 
転
 5
 

カ
カ
カ
 

造
案
 

箇
堅
欝
  

  
 財

力
 
人
 
合
計
 
収
鐸
力
 

較
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 計画；   

顧客 力   
合計   

企案 の性格分析 公案性格 納期 寅親 合薬   
品質重視 企簗   

  
  

社長 蟹垂 立案   
合計   

京都試作技術 マトリ ツクス 築の狙いでも 述べたよ 

う @ こ、 本 マトリックス は 試作品製造用 ヂ一 タベースに 

資するだけでなく。 奉事業の基盤的なプラット フ オー 

ムとして、 多面的な利用を 図るものであ る。 従って、 
事業に参加する 機青 連及び試作ネッ㌃の 企業全体をカ 
バーするとともに。 自立化後もシステムの 継続的なメ 
ンテナンスとブラシアップを 行 う ことが重要であ る。 

各企業が最も 得意とする分野で。 競争関係にあ りが 
らも協同するという 独特のビジネススタイルを 
儀の発展と全体の 発展とを調和させる 姿勢が脈々と 流 
れている申で、 京都試作技術マトリックスは 企業活動 
をより活発化させるものでなければならない。 
本 マトリックスの 意義ほ、 試作品製造事業の 
有用であ るだけでなく、 個々の企業の 経営戦略、 実行 
計画の立案と 実践等に役立てることであ る。 
産業、 とりわけ製造業のグローバル 化の進展 下 、 国 

4 ヒ 」などが云われる 申 。 中小企業の置 

しく。 従って中小企業においても 長期 
的な戦略と中長潮の 経営計画の吟味が 促されており、 
本事業の成果に 期待したい。 

最後に、 機 青蓮 の キャッチフレーズを 付記する。 

育と う 。 育てよう。 育ち合 
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得られた知見は 次の通りであ る " 
門 奈良県中小企業情報センタ 二 

    京都試作技術マトリックスの 構築を開始し。 デ一 奈良県中小企業情報センタ 二 ㈹ - 
タベースのフレームを 決定、 システムのプロトタイ 

プ を作成した。 以上 

2) 京都試作技術マトリックスの 課題を整理し。 運用 
開始に向けてシステム 改良の方針を 決定する。 
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